
ポリ(オキシエチレン)ラ ウリルエーテル

Polyoxyettylene lauryl ether

別名 (ラ ウリルアルコールポリエ トキシレー ト)

(η―ドデシルアルコールポリエ トキシレー ト)

(ポ リエチレングリコール η―ドデシルエーテル)

新潟県保健環境科学研究所

【構造式】

C12Ⅱ25~(0~CH2~CH2)■~OH  (″〓2～14)  CAS番号 90o2-92-0

名称 略称 分子式 分子量

シ
゛
オキシエチレンラタ)ルエ単テル C12E02 C16H3403 274.4

卜)オキシエチレンラウ)ルエーテル C12E03 C18H3804 318.5

テトラオキシエチレンラウリルエーテル C12E04 C20H4205 362.5

へ
°
ンタオキシエチレンラタ)ルエーテル C12E05 C22H4606 406.6

ヘキサオキシエチレンラタ)ルエいテル C12E06 C24H5007 450.6

ヘフ
°
タオキシエチレンラウ)ルエーテル C12E07 C26H5408 494.7

オクタオキシエチレンラウリルエいテル C12E08 C28H5809 274.4

ノナオキシエチレンラウ)ルエーテル C12E09 C30H62010 582.8

テ
゛
カオキシエチレンラタ)ルエーテル C12E010 C32H66011 626.9

ウンテ
ヾ
カオキシエチレンラタリルエーテル C12E011 C34H70012 670。9

卜
゛
テ
゛
カオキシエチレンラウリルエーテル C12E012 C36H74013 715,0

トリテ
゛
カオキシエチレンラタ)ルエーテル C12E013 C38H78014 759.0

テトラテ
゛
カオキシエチレンラウ)ルエーテル C12E014 C40H82015 803.1

【用途。毒性】

用途 :乳化剤,可溶化剤,分散剤
(農薬,切削油,工業用エマルジョン,イ ンキ,化粧品,医薬品)

生態毒性 (c12~C13):ミ ジンコ 21d NOEC O。 24mg/L

―- 157 -―



§1 分析法
(1)分析法の概要
水質試料は,対象物質を固相抽出後,メ タノール及び酢酸エチルで溶出し,
LC/MSで狽J定する。

(2)試薬及び器具
[試薬等 ]

・メタノール :HPLC用またはこれ と同等以上のもの (注 1)。
・酢酸エチル :残留農薬分析用またはこれと同等以上のもの(注 1)。
。ジクロロメタン :残留農薬分析用またはこれと同等以上のもの (注 1)。

・標準物質 :日 光ケミカルズ製  、η―C12EOl～かC12E08
林純薬工業製 η‐C12E09～刀‐C12E014

・ 内標準物質 :林純薬工業製 C26H5408~あ5 (略称 ;η‐C12E07-あ 5)
。水 :対象物質及びその妨害物質を含まないもの (注 1)。

・ ガラス繊維ろ紙 :孔径 lμ mの もの。予めアセ トンで洗浄 し,汚染のない
ところで乾燥・保管したものを用いる。

・ 固相カー トリッジ :ス チレンジビニルベンゼンポリマー,ま たはこれと同
等の性能を有する基材を充填または成型 したもの (注 2)。 使用前に酢酸エ

チル 5mL,メ タノール 10mL及び水 20mLで順次コンディショニングする

(注 3)。

・ グラファイ トカーボンカー トリッジ :市販のグラファイ トカーボンカー ト

リッジ (注 4)。 使用前にジクロロメタン及びメタノール各 5 mLを通 して

洗浄する。

[器具]

・試料採取容器 :水質試料用は,ガラス製共栓付き褐色ガラス瓶 (容量 500mL),

または,四 フッ化エチレン樹脂張 リシリコーンゴム栓付きスクリューキャン

プ用ネジロ褐色ガラス瓶 (容量 500mL)ま たはこれと同等以上のもの。洗浄

後,水ですすぎ,乾燥する。メタノール及びアセ トンで洗浄 し,乾燥する。
キャップを堅くしめ,汚染のない場所に保管する。
・ガラス器具 :洗浄後,水ですすぎ,乾燥する。さらに,メ タノール及びアセ

トンで洗浄 し,乾燥する。

(3)分析法
【試料の採取及び採取試料の保存】
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試料の採取は,「初期環境調査試料採取要領 (水系)」 に従 う。試験操作は

試料採取後直ちに行 う。直ちに行えない場合は,汚染の無い冷暗所 (4℃以下)

で保存 し,できるだけ速やかに分析する (注 5)。

【試料の前処理及び測定用試料液の調製】

[水質試料]

試料 500mL(ビンの全量)をガラス繊維ろ紙 (lμ m)でろ過 し,ろ液 と SS
に分ける (注 6)。 試料ビンをメタノール 5mLで 2回洗浄 し,ろ液に併せる。
ろ液を予め洗浄 した固相カー トリッジ (2個連結)に 10mL/分で通水する。ろ
液の容器を水 10mLで 2回洗浄 し,固相に通水する。固相カー トリッジを水
10mLで洗浄後,アスピレーターで 15分問吸引して乾燥する (注 7)。 メタノ
ール 5mL及び酢酸エチル 10mLで対象物質を溶出する (注 8)。 酢酸エチル溶
出液に窒素ガスを吹き付けて濃縮 し,メ タノール約 lmLに転溶 したものを ,
先のメタノール溶出液と併せる (抽出液①)′ (注 8)。

SSは,ろ紙を 50mLの遠心管に入れてアセ トン 20mLを加え,lo分間超音
波抽出する。3000rpmで 10分間遠心分離を行い,アセ トン抽出液を分取する。
この操作を再度繰 り返す。アセ トン抽出液を併せてロータリーエバポレーター

で減圧濃縮する。さらに窒素ガスを吹き付けて濃縮 し,メ タノール約 lmLに
転溶する (抽出液②)(注 9)。 ①及び②の抽出液を併せ,窒素ガスを吹き付け
て濃縮 し,lmLに定容する (注 10)。 内標準溶液 5μ Lを加えて混合したもの
を測定用試料液 とする (注 11)。

【空試料液の調製】

試料と同量の水を用いて,【試料の前処理及び測定用試料液の調製】に従い ,

試料 と同様の処理をして得た試料液を空試料液 とする (注 12)。

【標準液の調製】

[標準原液]

標準物質 100 �gを各々別の 10o mLメ スフラスコに精秤し,メ タノール
を加えて正確に 100 mLと し,これを 1000 μ B/mLの標準原液とする。

[混合標準原液 ]

標準原液 2 mLを loo mLメ スフラスコに正確にとり,メ タノールで loo
mLと し,これを混合標準原液とする。混合標準原液は l mL中 に各標準物質
20μ gを含む。
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[内標準溶液 ]

標準物質 100 mgを 100 mLメ スフラスコに精秤 し,メ タノールを加えて

正確に 100 mLと し,これを 1000 μ g/mLの 内標準原液とする。内標準原

液 2 mLを 100 mLメ スフラスコに正確にとり,メ タノールで 100 mLと

したものを内標準溶液 とする。内標準溶液は l mL中 に内標準物質 20μ g
を含む。

【測定】

測定用試料液の一部をLC/MSに注入する。対象物質及び内標準物質の各モニ

ターイオン(表‐1)の面積を求める。

[LC/MS条件]機 種
LC条件
カラム

溶離液

流速

カラム温度

注入量

MS条件
イオン化法

窒素ガス

温度条件

モニターイオン

Shinladzu LC/MS 2010A

関東化学製  Mightysil RP‐ 18 GP 150mm-2.0(5μ m)

アセ トニ トリアレ/水 (7030)
0.2五L/min

40k3

10μ L

APCI― Posit�c

2.5L/min

APCIプ ローブ (340℃ ),CDL(250℃ ),ブ ロック(200℃ )

lM+H]+

表-1 対象物質及び内標準物質のモニターイオン

物質名   モニターイオン  物質名    モニターイオン
C12E02        275       C12E09          583
C12E03        319       C12E010         627
C12E04         363       C12E011          671

C12E05         407       C12E012          715
C12E06         451       C12E013          759
C12E07         495       C12E014          803
C12E08       539      C12E07-IJ25       520
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[検量線 ]

標準混合原液を順次メタノールで希釈 し,0.oo5～ 0.5μ g/mL程度の濃度の標
準溶液を作製する。各標準液 l mLに 内標準溶液を添力日し,そ の一部を LC/MS
に注入する。内標準物質と姑象物質の面積比を求め,検量線を作製する (注 13)。

[定量及び計算]

内標準物質と対象物質の面積比から,装置へ導入 した試料液中の対象物質の
検出量を求める。次式で試料中の各姑象物質濃度を計算する (注 14)。

水質 :濃度og/L)=(検出量 ●g)一空試料液の検出量(pg))
×浪J定用試料液量仰L)/注入量(μ L)/試料量(L)

【装置検出限界 (IDL)】

本分析法の検討に用いた LC/MSの装置検出限界 (IDL)及び試料濃度換算値
を表-2に示す。 (機種 I Shimadzu LC/MS 2010A)

表…2 姑象物質の装置検出限界 (IDL)
物質名 装置注入液

濃度

08/mL)

装置注入液量

(μ L)

IDL

●g/mL)

IDL試料濃度

換算値

(n8/L)

C12E02

C12E03

C12E04

C12E05

C12E06

C12E07

C12E08

C12E09

C12E010

C12E011

C12E012

C12E013

C12E014

20

10

5

5

5

5

5

5

5

5

5

10

10

10

10

10

10

10

10

10

10

10

10

10

10

10

4。 1

2.1

1.1

■2

1.0

■2

1.1

■2

1.1

1.1

1.1

■7

2.3

8.2

4.2

2.2

2.4

2.0

2.4

2.2

2.4

2.2

2.2

2.2

3.4

4.6
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【検出限界及び定量限界】

本分析法による検出限界及び定量限界を表‐3に示す。

表-3 検出限界及び定量限界

物質名 水質試料

採取量 :500mL

検出限界 定量限界

C12E02

C12E03

C12E04

C12E05

C12E06

C12E07

C12E08

C12E09

C12E010

C12E011

C12E012

C12E013

C12E014

29 ng/L

17 ng/L

21 ng/L

19 ng/L

18 ng/L

18 ng/L

16 ng/L

23n3/L

19 ng/L

20 ng/L

20 ng/L

20 ngL

24 ng/L

95 ng/L

56 ng/L

70 ng比

63 ngttL

60n弟
59 ng/L

54 ng/L

78nぃ
65 ng/L

66n卵
65 ng/L

68 ng/L

82 ng/L

(4)注解

(注 1)使 用前に空試験を行い,使用の適否を確認すること。

(注 2)Sep‐Pak Plus PS-2(265mg)な ど (備考 1)。

(注 3)コ ンディショニング後は,乾燥させないこと。

(注 4)SpelClean ENVI― Carb(0.258)な ど (備考 1)。

(注 5)対 象化合物の分解性は,4週間 (水中,活性汚泥)で 74%(BOD),440/0(TOC),
62%(UV)と 報告されている。

(注 6)SSが 少ない場合には,操作を省略しても良い。

(注 7)遠 心分離により脱水しても良い。間隙水が残つていると回収率が低下す
ることがあるため,十分取 り除く。

(注 8)溶 出液は別々に分取する。溶出速度が回収率に影響を及ぼすことがある
ため,速くなり過ぎないよう留意する。

(注 9)メ タノール転溶後,沈殿が生ずる場合はグラスタールでろ過し,さ らに
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少量のメタノールでグラスタールを洗い込み,ろ液を分取する。

(注 10)ssが多い試料など,爽雑物の影響が考えられる場合には,併せたメタ
ノール抽出液を 5mL程度まで濃縮 し,以下の操作を行 う。予め洗浄し
たグラファイ トカーボンカー トリッジヘ試料液を負荷 し,流出液を捨
てる。次にジクロロメタン/メ タノール (73)溶液 10mLで溶出する。
溶出液に窒素を吹き付けて濃縮 し,メ タノール lmLに転溶する。内標
準溶液 5μ Lを加えて混合 したものを測定用試料液とする。

(注 11)内標準溶液の添加量は対象物質濃度や装置感度などに応 じて適切な量
とする。

(注 12)空試験値については可能な限り低減化を図る。
(注 13)試料中の対象物質決度や試験操作条件に応 じて適切な検度範囲とする。

また,LC/MSへの注入量は装置に応 じて適切な量とする。
(注 14)空試料における検出値が空試験に用いた水に由来する場合は,空試料の
検出量は差し引かない。

備考 1)こ こに示す商品は,こ のマニュアル使用者の便宜のために,一般に入手
できるものとして例示 したが,これらを推奨するものではない。これと

同等以上の品質,性能のものを用いてもよい。

(注 15)装置検出限界 (IDL)は ,「環境調査における検出下限値の算出につい
て」(平成 11年 5月 )に従つて算出した。結果を表-4に示す。また,繰 り返
し試験における代表的なクロマ トグラムを図-1に示す。

表‐4 装置検出限界の算出

物質条 C12E02 C12E03 C12E04 C12E05 C12E06
生入預 濃 度 20 ng/ュ五L 10 ng/mL 5n貿/�L 5ng/hL 5nR/HL
只J厄結果 1 16 8.9 4.8 4.3 4.3

貝」τ結 果 2 19 5.6

賞」気三糸舌切R3 20 12 6.4 5.9

則定結果4 19

則定結果 5 10

則定結果6 21 9,3 4.9 4.7 4.5

則定結果 7 22 5。4 5.4

票準偏差 2.12 1.10 0.547 0.596 0.513

DLog/mり 4,1 2.1 ■2 ■0
ンN 14 14 12

,/N滴否 ○ ○ O ○ ○

半ア](ng/mL) 19 10 5,0

RSD(%) 10 10

DL試料濃度 鷺算値
代質 (ng/L) 8.2 4.3 2.1 2.3 2.0
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表-4 装置検出限界の算出 (続き)

閉質希 C12E07 Cl妊Ю8 C12E09 C12E010
生入夜猥反 5ng/�L 5ng/�L 5ng/mL 5n宜/mL

貫J定結果 1 3.9 4.2 4

則定結果2 5,4 4.9 5.2 5.4

則定結果 3 5.6 5つ

則定結果4

則定結果5 4.9

則定結果 6 4.5 4.4 4.3 4.5

則定結果 7 4.7 5.2

票準偏差 0.619 0.556 0.613 0.558

DL fng/乱 ) ■2 ■2

S/N

;/N源¶;び 0 O ○ ○

平均 (ng/mL) 4.9 4.9 5,0

RSD(0/。 ) 12

DLttt】辟濃 ,萱 算 1直

k管 (n貿/L) 2.4 2.2 2.4 2.2

物質暑 C12E011 C12E012 C12E013 C12E014

生入顆浸反 5n宮 /�L 5ng/mL 10 ng/mL 10 nR/mL

賞J冠結 果 1 4.9 4.5 10

則定結果 2 4.5 4.4 9.2 9.3

員」定荼吉果 3 5.9 5.7

買」角置漁吉歩腱4 4.8 4.7 9,2

員」齢 歩R5 4.8 8.2 9.1

則定結果 6 4.1 3.9 9.8 9.1

則定結果 7 4.9 9.3 8.9

翼準偏差 0.555 0.558 0.875

DL fn宮/HLJ ■7 2.3

】/N 12 12 14 14

】/N源謂ζ 0 O ○ ○

平均 (n宮/mL) 4.9 4.7 9.4 9.6

RSD(O/。 ) 12 9,4 12

DL'亀】トユト1垢言語ナ萱J町 算 1直

代管 (ng/L) 2.2 2.2 3.4 4.5

_00(1.00)

図-l IDL浪J定における代表的な

クロマ トグラム (c12E07)
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(注 16)検出限界及び定量限界は「検出限界及び定量限界の算定方法」 (平成 6
年 8月 )に従い,表-5の とおり算出した。
表‐5 検出限界及び定量限界の算出
C12E02            水質
試料濃度 (ng/L)    50   100  150

C12E03 水 質

100  150    試料濃度 (肥ん
'     20   50  100応答値 (X)     4603 8307 1204   応答値 (X)     2120 4909 8531

標準偏差 (σ R)    315  522  656    標準偏差 (σ R)    181  397  415
検出力(Dn)      545  999  1300    検出力 (Da)      272  643  774
検出限界(DX3)叫ん      2844       検出限界 (DX3)dg/L      1689
定量限界(D X10)ng/L     9479        定量限界 (D X10)粥ん     5629
不偏分散 (Fd) 433        不偏分散 (Fd)

C12E04            水質       C12E05            水質   ~
試料濃度 (ng/L)    20   50  100    試料濃度 (瑶ん )    20   50  100
応答値 (x)     2045 4803 8150   応答値 (x)     2235 4765 8182
標準偏差 (σ R)    250  398  540    標準偏差 (oR)    226  382  475
検出力 (Da)     389  660  1055    検出力 (Dn)      322  638  924
検出限界 (DX3)ng/L     2104       検出限界 (DX3)ng/L     1884
定量限界(D X10)ng/L     7015        定量限界 (D X10)堅ル     6281
不偏分散 (Fd) 467        不偏分散 (Fd) 441

C12E06 水賃           C12E07
試朴浸反(ng/L)    20   50  100    試料濃度 (理ル )    20  ~50  100
応答値 (x)      2254 4724 8124   応答値 (x)      2282 4683 8034
標準偏差 (oR)    166  407  454    標準偏差 (σ R)    255  415  355
検出力 (D■ )      234  686  889    検出力 (Da)      356  705  704
検出限界(DX3)ag/L      1809       検出限界(DX3)ng/L     1764
定量限界(D X10)ng/L     6029       定量限界 (D X10)aglL     58 80
不偏分散 (Fd) 751 下偏分散 (Fd) 264

C12E08 水質           C12E09 本 質

試料授反(瑶ん)    20   50  100    試料濃度 (理ル )    20 ~50  100
応答値 (x)      2238 4666 8141    応答値 (x)     2179 4592 8025
標準偏差 (σ R)    245  4H  291    標準偏差 (σ R)    306  473  546
検出力 (D■ )     348  700  569    検出力 (Da)     447  820  1082
検出限界 (DX3)ng/L      1617        検出限界(DX3)ng/L      2349
定量限界 (D X10)判ル     5390        定量限界(D X10)ng/1.     7829
不偏分散 (Fd) 282        不偏分散 (Fd) 319

C12E010 水質           C12E011 本 質

試料授度 (ng/L)    20   50  100    試料濃度 (叫ん )    20 ~~50  100
応答値 (x)      2025 4592 8318   応答値 (x)      1922 4349 7854
標準偏差 (σ R)    256  288  545    標準偏差 (σ R)    390  373  321
検出力 (Dコ )     403  499  1042    検出力 (Dn)      647  683  650
検出限界 (DX3)叫ん      1943        検出限界 (DX3)ng/L      1980
定量限界 (D X10)ng/L     6477        定量限界 (D X10)ng/L     6599
不偏分散 (Fd) 452        不偏分散 (Fd) 148

C12E012 水質           C12E013 本 質

試料晨度 (ng/L)    20   50  100    試料濃度 (叫ん )    20~  50  100
応答値 (X)      1775 4153 7973    応答値 (X)      1608 3920 7652
標準偏差 (σ R)    254  250  514    標準偏差 (σ R)    369  169  465
検出力 (D■ )     456  479  1025    検出力 (Dn)      730  342  968
検出限界(DX3)理ん      1960       検出限界 (DX3)ng/L     2040
定量限界 (D X10)wん      6532       定量限界 (D X10)ng/L     6800
不偏分散 (Fd) 422        不偏分散 (Fd) 761

2E014

応答値 (X)      1487 3726 7606
標準偏差 (oR)    376  218  562
検出力 (Dn)      804  466  1175
検出限界 (DX3)叫ん      2445
定量限界(D X10)ag/L     8151
不偏分散 (Fd)
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S2 解説
(1)分析法
1.分析法フローチャー ト

隊質試判卜             *
500■ 11 lμ ュn     ホ

°
,マ
ー系

力
゛
ラス繊維ろ紙

*引[溶出コト[濃締。転溶]引定回日匡巫□

【分析法の検討】

1.検量線
検量線の例を図…2に示す。

濃度 (5～ 1000ng/mL)

図宅 C12E07の検量線
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2,回相からの溶出溶媒の検討

固相から対象物質を溶出するための溶媒として,メ タノール 5mLに続き,酢
酸エチル,酢酸メチル,アセ トン,ジクロロメタンを各 10mL用 いた場合の溶出

率を比較 した。その結果,酢酸エチルを用いた場合に最も良好な溶出率が得ら
れたことから,メ タノールに続く溶出溶媒として採択 した。

なお,試料水から対象物質を抽出するための固相については,ポ リマー系の
ほか,ODSを充填剤 とする固相においても良好な回収率が得られた。

3.精製水及び環境試料における本分析法の添加回収試験結果

精製水,河)|1水及び海水に標準物質を添力日し,本法により測定した際の回収
試験結果を表-6に示す。

表-6 水質試料の低濃度添加回収実験結果

化合物 試料量;500mL 添力日量 ;loong 4回測定

精製水 河川水 海水

回収率  変動係数  回収率 変動係数  回収率  変動係数
(%)   (%)   (%)   (%)   (%)   (%)

C12E02

C12E03

C12E04

C12E05

C12E06

C12E07

C12E08

C12E09

C12E010

C12E011

C12E012

C12E013

C12E014

81.4       2.8

81.1      2.2

80.2       2.0

82.6

82.4

80.4

80.0

76.5

76.6

76.1

73.8

72,1

82.6

6。2

■6

1.8

2.8

0.75

2.2

1.7

1.6

1.3

6.2

88.2

91.8

87.0

94.1

95.0

94.5

89.3

86.5

89。 4

79.0

2.8

3.8

3,8

3.5

7.1

3.9

2.5

3.8

3。3

3。4

82.0       5.5 87.5       4.6

96.3       2.6

99.0       2.2

95。 1       2.9

100      4.0

96.4       2.9

96.7       5.0

100       5.3

96.8       4.2

97.4       4.5

93.6       5.2

88.3       5.7

87.5       4.6

73.0       2.0

82.0 5。 5
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4.マススペク トル

対象物質及びサログー ト物質のマススペク トルを図-3-1～図-3-14に示す。

int_

508e

110 2482写4L92 3豆5 J5■52  558  84868■ 737789 85098■ 927989

図‐3‐ l C12E02のマススペク トル

0

図-3-2 C12E03の マススペク トル

図‐3‐3 C12E04の マススペク トル

図‐3‐4 C12E05の マススペク トル

250e3

8e3
mrど

int_

1500e3

1000e

500e3
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int_
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卜eS引9   552587 SG5 7■■ 891 895  99

■
13 .83  539

199177 219 3193q34苗
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・17539 815661 719787 894873905951
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int.

2.Oe

1_

0_OeS

int_

2000e3

1500e3

1000e3

500e3

0e9

3

図‐3-5 C12E06の マススペク トル

図-3-6 C12E07の マススペク トル

図-3‐7 C12E08の マススペク トル

図-3‐8 C12E09の マススペク トル

mr

int_
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int.

1000e3

500e9

0e3

int_

1000e

500e

Oe

図-3-9 C12E010のマススペク トル

図-3‐10 C12E011の マススペク トル

図-3‐1l C12E012の マススペク トル

図-3-12 C12E013のマススペク トル
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133 177 971 ■15■ 51  5135
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int_

250e3

0e3 l!:117,fv I P47 311441→195q353:51■
SiSG71 715 7,0 と21 3q4

lJ0    2dO   '3dO・ ・・
.4dO' 1 ' .5Jo' 1 ' 18d01 ' ' 17J01 1[ 

るdo! :]て中

図-3-13 C12E014のマススペク トル

図-3‐ 14 C12E07-あ 5のマススペク トル

5.SIMク ロマ トグラム

標準溶液を測定した際の sIMク ロマ トグラムを図-4に示す。

図-4 標準液 (loong/mL)のマスクロマ トグラム

133177221 293317 388432_■▼8い17_Sq0   7■ 0790 85■ 900948
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【環境試料分析結果】

環境試料及び標準物質を添力日した環境試料を分析した際のクロマ トグラム

の例を図‐5-1～図 5-5に示す。河)|1水 (信濃川)及び海水中の対象物質濃度を

分析した結果,海水では N.D。,河 )|1水では N.D。～77ng/Lで あつた。
int.

1'5000

1 0 DDtHa

75D88

5001Hロ

2 SOEl□

int.

125038

1日 O llB□

7511B巳

50800

25000

屁 ∃
-5-1 河 )|1水 Aのマスクロマ トグラム

図-5‐2 河)|1水 Aに標準 100ngを添力日した試料のマスクロ トグラム

図-5‐3 河)|1水 Bのマスクロマ トグラム

海水のマスクロマ トグラム

‐２
　
　
マ

in

7

5

2

図-5…4
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図-5-5 海水に標準 100ngを添力日した試料のマスクロマ トグラム

【分解性スクリーニング試験】

対象物質の分解性スクリーニング試験を行つた結果を,表-7に示す。
表‐7 分解性スクリーニング試験結果
物質名 初期濃度 100ng/mL

pH5 pH7 pH9

1時間後 5日 後  1時間後
残存率  残存率  残存率
(%)  (%)  (%)

1時間後 5日後
残存率  残存率
(%)  (%)

5日 後

残存率*

(%)

C12E02

C12E03

C12E04

C12E05

C12E06

C12E07

C12E08

C12E09

C12E010

C12E011

C12E012

C12E013

C12E014

98

86

87

90

93

96

99

101

100

107

104

100

98

92

100

103

102

103

105

110

115

114

119

119

121

92

92

91

89

89

91

96

99

101

105

104

106

106

92

98

99

102

103

103

100

99

109

102

108

108

105

98

82      89   (92)

82      91  (94)

83      92   (93)

84      95   (93)

89      96   (92)

91      96   (93)

95      99   (93)

96     108  (102)

98     110   (105)

104    107   (106)

98     109   (107)

101     107   (102)

82     89    (96)

*( )内 は明所,他は暗所における値を示す。
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【評価】

本法 によ り,水質試料中に存在するポヅ (オキシエチレン)ラ ウリルエ
ーテルを mg/Lレベルまで定量することが可能である。

担当 :新潟県保健環境科学研究所

住所 :〒 950‐2144 新潟市曽和 31牛 1

日塾言舌:025…263‐9417  FAX:025‐ 263‐9410

担当者 :田辺顕子,横尾保子,茨木剛,山 口晃
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物質名 分析法フローチャー ト 備考

【水質】

|力
゛
ラス繊維ろ紙

Ч司 ―

メタノール5mL

百乍酸エチル10mL

メタノいル lmL

内標準物質添力日

LC/MS

カラム :

関東化学製

Mightysil

RP-18 GP

150× 2.01■m

(5μm)

検 出限界

(水質)ng/L

C12E02 29

C12E03 17

C12E04 21

C12E05 19

C12E06 18

C12E07 18

C12E08 16

C12E09 23

C12E010 19

C12E011 20

C12E012 20

C12E013 20

C12E014 24
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Abstract

A solid― phasc cxtraction and liquid chromatography― mass specttometric eC/MS)

method was applied to lhe detettm� nation ofpolyoxyethylene raulyl e血 Or in envirorlment

water samples.The target compounds in 500 mL ofwatcr were extracted wih tto solid

phase(styrenc_d� inylberlzene copolymeつ cartidges in a series and eluted wi血 5mL of

mchanol followed by 10mL of ettyl acetate,If necessary,water samples were iltered

through a glass― iber ilter.The suspended substances were exttacted ultrasonically twice

with 2011nL ofacetone and the extracts werc added to the eluates.The resuhing solution

was evaporated under the reduced pressllre and then under a nilrogen gas sttcam. The

residue was dissolved in lmL ofrnettanol.Heptaoxyettylene lauryleher― 』25 was added

to he extract as an intemal standard,and he resuhing mixture was analyzed by LC/MS。

FlcDw chart

Watば samp昨             *
500mL 1lμ m

l Glass flberfllter

Solid phase

Acetone 20mL× 2

Ul仕asonication

* l Elution三トーーー恒翌塑orat亜]~~―――恒巨困
ふ江ehano1 5mL

Ethyl Acetate 10mL

Methanol lmL

Intemal standard
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